
　　令和元年７月５日（金）午後２時　玉名市民会館　第２会議室

１．本日の出席農業委員は、次のとおりである。

１番  永田　知博 ２番　鶴田　克士 ３番　赤松　繁之 ４番  竹下　宏介

５番　浦谷　幸司 ７番　下川　安 ８番　船津　和利 ９番　澤村　哲志

10番  田上　一 11番　福田　友明 12番　中島　浩輔 13番　小川　信孝

14番  髙田  優子 15番  吉田　孝壽 16番　島村　秀敏 17番　永田　眞一

18番　堀田　昌子 19番　村端　一弘

６番　縄田伊知郎

３．本日の出席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推１  水本　信之 推２　植野　司 推３　松本　恒幸 推４　土田　健一

推５  小山　勝男 推６　森川　正志 推８　岡村　栄一

推９　橘　一輝 推10　粟田　稔 推11　小山久仁江 推12　西分　幸夫

推13　德井　勝美
 推14　永田　光秀 推15　楯岡　秀昭 推16　井上　道明

推17　中山　一久 推18　坂本　修 推19　平野　秀正

４．本日の欠席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

   ０ 名

５．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　小山　博 次長　西川慶一郎 係長　竹森　明徳 参事　松倉　司

主事　村上　寛子

６．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０ 名

議　題

第２７号 農地法第３条の規定による許可申請について

第２８号 農地法第４条の規定による許可申請について

第２９号 農地法第５条の規定による許可申請について

第３０号 農用地利用集積計画の決定について

報　告

第１６号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第１７号 許可不要転用届について

第１８号 許可申請の取下げについて

第１９号 許可書返納届について

令和元年第３回玉名市農業委員会総会議事録

２．本日の欠席農業委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局長（小山 博君） それでは、定刻となりましたので始めます。 

本日は、農業委員総数１９名のうち、６番縄田委員から欠席の届けがあってお

りますので、農業委員１８名の御出席でございます。また、農地利用最適化推進委

員１９名、皆様御出席でございます。 

 玉名市農業委員会会議規則第７条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから令和元年第３回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（小山 博君） まず、永田会長より御挨拶をいただきまして、引き続き、

会議規則第５条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたします。 

○会長（永田知博君） はい、改めまして、皆さんこんにちは。今年は干ばつに始まり

まして、田植えも非常に菊池川右岸・左岸２日間ずつの間断灌水というような形で

始まりました。ちょうどそういう時期に、御当地にとりましては恵みの雨みたいな

いい調子でした。しかしながら、宮崎・鹿児島県あたりは、非常に甚大な被害を受

けておるようでございます。農地も相当荒れてきているというような情報も伺って

おります。御当地は本当に恵まれた立地条件にあるなあと、つくづく感じた次第で

ございます。 

 先ほどある委員さんと話しましたけれども、今日、午前中でやっと田植えが終わ

ったというような話も聞いております。皆さん、お疲れでございますけれども、今

日はまたいろいろ議案山積しておりますので、どうぞ御審議かたよろしくお願いい

たします。 

 それでは、着席をもって進めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（永田知博君） 議事に入ります前に、本日の議事録署名人、８番船津委員と９

番澤村委員にお願いいたします。 

 本日の議案は、議第２７号より議第３０号までの５３件と、報告第１６号より第

１９号までの２１件が提案されております。皆様、慎重なる御審議よろしくお願い

申し上げます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（永田知博君） それでは、議第２７号農地法第３条の規定による許可申請につ
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いてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。議案１ページをお願いいたします。 

 議第２７号農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１項の

規定による下記農地の所有権移転及び使用収益権設定許可申請について許可するも

のとする。令和元年７月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、京都府舞鶴市と石貫の申請人で、石貫の田１４４㎡を従兄弟へ贈与する

ものです。 

 ２番、繁根木と岱明町の申請人で、横島町横島の田１,００４㎡外１筆、計１,５

９５㎡を労力不足と経営拡張のため売買するものです。 

３番、岱明町の申請人で、岱明町大野下の田９１９㎡外１筆、計１,３０３㎡を

労力不足と隣接地取得のために売買するものです。 

２ページをお願いします。 

 ４番、岱明町と玉名郡長洲町の申請人で、岱明町鍋の田１,１７５㎡外２筆、計

２,４６７㎡を労力不足と相手方の要望のため売買するものです。報告第１６号１

８番と関連しております。 

５番、横島町の申請人で、横島町横島の田２,７５８㎡を相手方の要望と耕作便

利のため売買するものです。報告第１９号１番と関連しております。 

６番、天水町の申請人で、中坂門田の樹園地４,３６２㎡を農業者年金受給のた

め使用貸借権を設定するものです。 

７番、天水町の申請人で、天水町小天の畑３９２㎡を次の８番とお互いの利便

性向上のため交換するものです。 

８番、天水町の申請人で、天水町小天の樹園地９２㎡を先の７番とお互いの利

便性向上のため交換するものです。 

３ページをお願いします。 

９番、滑石と天水町の申請人で、滑石の田２５３㎡を労力不足と経営拡張のた

め売買するものです。 

 以上９件、合計１３,３６６㎡につきまして、農地法第３条第２項各号の禁止規

定から申請内容を審査し、取得後の全ての農地を利用すること、機械、労働力、技

術、地域との関係も問題がないこと、許可要件の全てを満たしているものと判断し、

御提案しております。 

御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりました。 
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 それでは、受付番号１番より、順次委員の説明をお願いいたします。 

○９番（澤村哲志君） ９番の澤村です。番号１番の案件について説明いたします。 

 申請地の所在地は、玉名市石貫上小畑で、新幹線架橋のすぐ下の南側です。譲渡

人の住んでいるところが遠方のため、日ごろ農地の管理は譲受人がしておられます。

譲渡人と譲受人は従兄弟関係です。そのため、譲受人に贈与されるとのことです。

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、２番お願いします。 

○１４番（髙田優子君） １４番、髙田です。２番の案件について御説明いたします。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張と、耕作面積も十分達しておりますので、

何ら問題ないと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいまの案件は、実際この住所が岱明町になっていますけども、実際の耕作場

所は横島でございますので、今、代わって髙田委員に説明をしていただきました。

ありがとうございました。 

 それでは、３番、お願いいたします。 

○推１１番（小山久仁江君） はい、推進委員１１番小山です。３番の案件について説

明します。 

 譲渡人さんは会社にお勤めで労力不足ということです。譲受人さんは隣接地取得

の下限面積も満たしており、問題なく許可相当と判断しました。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） 次は、４番お願いします。 

○１３番（小川信孝君） １３番、小川です。４番の案件について御説明いたします。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は相手方の要望で、下限面積も満たしておりますので、

何ら問題ないと思います。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、５番お願いします。 

○１６番（島村秀敏君） １６番、島村です。５番の案件につきまして御説明いたしま

す。 

 先月の総会で譲受人の夫で許可されておりましたが、２３ページの報告第１９号

でありますように、許可後の支払いや手続き等に不具合が生じたため、許可書返納

がされました。今回は譲受人を同世帯の妻に改めて申請されており、内容は前回と

同じで下限面積も満たされておりますので、許可相当と判断いたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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 それでは、６番お願いいたします。 

○推１７番（中山一久君） 推進委員１７番の中山です。６番の件で説明いたします。 

 使用貸人と使用借人は親子関係です。農業者年金受給のため使用権設定をするも

のです。許可相当と思います。審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、７番お願いいたします。 

○推１９番（平野秀正君） 推進委員番号１９番、平野です。７番と８番の案件につい

て説明します。 

 ７番の畑３９２㎡と８番の９２㎡をお互いの便利性向上のために交換するもので

す。７番の譲受人は下限面積を満たしていませんが、農地法の中で農業委員会の斡

旋による農地の交換は認められているため、私と村端委員で斡旋調整を行いました。

なお、譲渡人と譲受人は親戚であり、協議成立しておりますので、許可相当と判断

いたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、９番お願いいたします。 

○１９番（村端一弘君） 農業委員１９番、村端です。９番の案件について説明します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、譲受人は下限面積を満たし

ておりますので、何ら問題はないと思います。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 委員の説明が終わりました。１番から９番まで、皆さんより御意見、御質問はご

ざいませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第２７号農地法第３条の規定による許可申請について、原案どおり許可するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第２７号については、許可することに決定いたしまし

た。 

○議長（永田知博君） 次に、議第２８号農地法第４条の規定による許可申請について

を議題といたします。 

 それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局の小山です。４ページをお願いいたします。 

議第２８号農地の転用許可申請について。農地法第４条第１項の規定による下
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記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。令和元年７月５日提出、

玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件が築地の畑２７㎡で、転用目的が共同住宅敷地拡張です。農地区

分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断

し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ２番、申請物件が伊倉北方の畑６６０㎡外１筆、計２,６９６㎡で、転用目的が

太陽光発電施設です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低

い農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 以上２件、合計２,７２３㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての

項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案

しております。 

 去る７月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審議

をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

 引き続き、委員の説明をお願いいたします。 

 １番からどうぞ。 

○３番（赤松繁之君） ３番、赤松です。１番の案件について説明いたします。 

 去る５月７日の総会において許可を受けて着工しようとしたところ、既存の倉庫

と建物のあいだの通路が狭く、通路拡幅のための申請です。 

 場所は、玉名バイパス北に２００ｍぐらいのところで、以前にも説明したとおり、

軽量鉄骨２階建て１棟６世帯分です。給排水は公共上下水道を利用し、雨水は敷地

東側の市道側溝へ接続放流、建物の周りは市道と申請人の農地や宅地ということで、

現地調査の結果、許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、２番お願いいたします。 

○５番（浦谷幸司君） 農業委員５番、浦谷です。２番の案件について説明いたします。 

 場所はですね、伊倉の高台のところでございますが、今、いだてんであっており

ますが、いだてんの本家の用地でございまして、今、畑が休耕地になっておりまし

て、面積としてはですね、２,６９６㎡という広さで、そのうちですね、周りが竹

で覆われておりまして、その竹もそこの所有地でございまして、その竹が太陽光に

ちょっとかかるということで、一応８５８㎡が結局影響を受けるということでござ

います。それで、実質の面積が２,４６４㎡ということでございます。 

 申請人の内容としましては、ただいま無職で年金生活ということでございまして、
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農地の管理もなかなか難しいということで、太陽光の太陽光発電業者の仲介を得て、

所有地に太陽光を設立するという要請でございます。 

 南側がですね、その孟宗竹が生い茂っておりまして、西側のほうに一応こっちも

竹林がありますが、ちょっと低めでございますので、西側と南側をちょっと外した

たところの部分で、パネル３６０枚ほどの太陽光を設置するということでございま

す。太陽光でありますので、一応生活雑排はございません。雨水についてはですね、

自然浸透ということでございますが、オーバーフロー分をですね、敷地内の真ん中

というか、中央部分よりかちょっと外れたところにですね、集水枡を作って、その

集水枡から直接地下浸透というような方法をとるというようなことでございます。

パネルの下はですね、草のですね、短い草が生えるシートというのがあるそうです

ので、それを全面的に張ったうえで太陽光をつけるそうでございます。従来の砂利

とかそういうあれじゃないので、一応草とかなんとかの処理もないということでご

ざいますので、周りの農地には影響はないということでございますので、現地調査

の結果、許可相当と思われますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 委員の説明が終わりました。御意見、御質問などはございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第２８号農地法第４条の規定による許可申請について、原案どおり許可するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第２８号については、許可することに決定いたしまし

た。 

 次に、議第２９号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたしま

す。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局の小山です。５ページをお願いします。 

 議第２９号農地の転用許可申請について。農地法第５条第１項の規定による下記

農地の転用許可申請について意見決定するものとする。令和元年７月５日提出、玉

名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件が河崎の田４６０㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

上下水道管が埋設されている沿道で、概ね５００ｍ以内に２以上の公共施設が存在

する区域内にある農地であり、第３種農地と判断しております。 
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 ２番、申請物件が六田の田５４０㎡外２筆、計９５５㎡で、転用目的は共同住宅

２棟です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と

判断しております。 

 ３番、申請物件が築地の畑２８５㎡で、転用目的は駐車場です。農地区分は、都

市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ４番、申請物件が築地の田８２㎡で、転用目的は通路です。農地区分は、都市計

画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ５番、申請物件が山田の畑２,４０１㎡で、転用目的は建売住宅６戸及び取付道

路です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判

断しております。 

 ６番、申請物件が滑石の田４００㎡外２筆、計１,６７４㎡で、転用目的は太陽

光発電施設です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農

地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。報

告第１６号１１番と関連しております。 

 ７番、申請物件が北牟田の田１,０２９㎡で、転用目的は太陽光発電施設です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 ８番、申請物件が伊倉南方の畑１０５㎡で、転用目的は通路です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほ

かに適当な場所がないものと判断しております。 

 ９番、申請物件が片諏訪の田４９８㎡で、転用目的は建売住宅２戸及び公衆用道

路です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第

２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 １０番、申請物件が大倉の畑８６３㎡で、転用目的は太陽光発電施設です。農地

区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判

断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。報告第１６号１６番と関

連しております。 

 １１番、申請物件が大倉の畑１,６３９㎡で、転用目的は太陽光発電施設です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ８ページをお願いします。 

 １２番、申請物件が玉名の畑７５㎡外１筆、計１０５㎡で、転用目的は個人住宅
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です。農地区分は、上下水道管が埋設されている沿道で、概ね５００ｍ以内に２以

上の公共施設が存在する区域内にある農地であり、第３種農地と判断しております。 

 １３番、申請物件が石貫の畑１２０㎡外１筆、計４９８㎡で、転用目的は個人住

宅です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第

２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 １４番、申請物件が三ツ川の畑３１７㎡外３筆、計１,７６６㎡で、転用目的は

植林です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、

第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 １５番、申請物件が岱明町下前原の畑４９９㎡で、転用目的は個人住宅です。上

下水道管が埋設されている沿道で、概ね５００ｍ以内に２以上の公共施設が存在す

る区域内にある農地であり、第３種農地と判断しております。報告第１６号１７番

と関連しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 １６番、申請物件が岱明町西照寺の畑３４５㎡で、転用目的は個人住宅です。農

地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と

判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 １７番、申請物件が岱明町上の畑１,１６６㎡で、転用目的は太陽光発電施設で

す。農地区分は､上下水道管が埋設されている沿道で、概ね５００ｍ以内に２以上

の公共施設が存在する区域内にある農地であり､第３種農地と判断しております。

報告第１６号１５番と関連しております。 

 以上１７件、合計１４,３７０㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全

ての項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御

提案しております。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりました。受付番号１番より、順次委員の説明をお願いいた

しますけれども、続けての説明の場合は、そのまま続けて説明をお願いいたします。 

 １番からどうぞ。 

○推１番（水本信之君） 推進委員１番、水本です。１番と２番の案件について御説明

いたします。 

 場所は玉名市河崎です。現在、妻と子ども２人の４人家族で玉名市にある両親の

自宅に同居しており、子供の成長とともに現在の住まいが手狭に感じられるように

なり、将来のことを見据えて住宅の建築を考えるようになり、譲渡人の所有する申

請地に建築することになりました。転用目的は個人住宅、転用面積は４６０㎡、建

築面積は１７５.５５㎡で、木造合金メッキ鋼板ぶき平屋建、給水計画は市営水道、
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生活雑排水及び雨水は、東側公共下水道に排出、雨水は地下浸透により処理し、処

理しきれない分に関しては、溜め枡により濾過のうえ東側道路側溝に排出するとの

ことです。申請地は、道路よりちょっと低いために、北側、西側にＬ型擁壁を設置

し、６０㎝ほどの盛土を行い、土砂の流出を防ぐそうです。南側は法面で行うと。

駐車スペースは６５.０５㎡、２台分。現地調査の結果、何ら問題なく、本件につ

いては許可相当と判断いたします。 

 ２番の案件についても説明します。 

 場所は六田です。転用目的は共同住宅建築のため、転用面積は９５５㎡、建築建

物は構造住宅２棟１２世帯分、木造２階建て、建築面積は３５２.４９㎡です。駐

車場は１９台分、給水計画は市営水道、生活雑排水及び汚水は東側外接下水道に排

出、雨水は集中し、北側市道側溝に放流するとのことです。転用地は道路よりちょ

っと低いために周りをブロックで囲み、３０㎝ほど盛土を行う。北・東・西側は道

路で囲まれており、南側は住宅で土砂の流出はありません。現地調査の結果、問題

ないと思います。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、３番お願いいたします。 

○３番（赤松繁之君） はい、３番、赤松です。３、４、５の説明をいたします。 

 まず３番の案件について。 

 申請人は介護老人ホームを運営し、職員や入所者家族の駐車場利用のための申請

です。場所は築山小学校から西南西に３００ｍぐらいのところで、造成工事はなく、

整地し採石を敷き込みます。駐車場ですので給排水は関係なく、雨水は自然浸透で

す。駐車場は１２台分、北と南は道路で、西と東は宅地で、周りに農地もなく、現

地調査の結果、許可相当と思います。 

 続きまして、４番の案件について。 

 申請人は、現在宅地化の進む一画に農地を所有し、道路がなく、草刈りや起耕が

できずに、居宅への害虫被害や灌漑、接続通路を造るための申請で、場所は築山小

学校の南側１５０ｍぐらいのところで、北側は宅地、西側は市道、東側は申請人の

所有地、南側は農地です。申請地が少し低く、周りと同じ高さに盛土をして、採石

を敷いて通路として利用するそうです。給排水はなく、雨水は自然浸透で、農地へ

の進入路なので、問題なく現地調査の結果、許可相当と思います。 

 続きまして、５番です。 

 申請人は、宅地建物取引業を営んでいて、今回、建売分譲地６区画の取付道路用

地の申請です。場所は糠峰団地東隣です。造成は周囲をコンクリートブロックで囲

み、土砂の流出を防ぐそうです。南側市道より６ｍの取付道路を造り、両側に側溝
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を付設し、雨水を市道側溝へ接続放流、道路中央部に上下水道管を埋設し、各個人

宅へ接続利用、建物は木造瓦葺きの平屋建て、１０４.５４㎡３棟と１０８.７９㎡

と１１０.３４㎡と１１６.７５㎡、各１棟ずつの合計６棟です。南側は市道と公園、

西側は道路、北側は段上がりの桃畑で、ほかは宅地で、第３種農地でもあり、この

地も休耕地であり、現地調査の結果、許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、６番お願いいたします。 

○推２番（植野 司君） 推進委員２番、植野です。案件６。 

 譲渡人は、３名の共有名義で、譲受人は福岡県の人です。転用目的は、太陽光発

電施設です。造成、給水はありません。雨水は自然浸透です。 

 何も問題ないと思い、許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、７番お願いいたします。 

○４番（竹下宏介君） ４番、竹下です。７番の案件について。 

 申請地は、住宅化に移行している中にあって、西側は工場に接し、東側は住宅、

北側は市道、南側は農地となっていますが、境にはコンクリート擁壁を設置し、土

砂の流出を防ぐ処理も行われます。営農状況には支障はないものと思われます。雨

水については自然浸透となっています。工事についても周辺農地に被害をおよぼさ

ない事業計画となっています。 

 現地調査の結果、本件は許可相当と判断します。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、８番お願いいたします。 

○５番（浦谷幸司君） 農業委員５番の浦谷です。８番、９番について説明いたします。 

 ８番の案件について、場所は伊倉南方で、５月に一応申請がなされまして、その

申請地から更に奥のほうの農地を１０５㎡を取得して、その先の宅地と雑種地を取

得。その先に申請地の資材置場がありまして、そこまで一直線で私有の通路を設置

するということで、この畑の買い入れという形で申請が出ております。内容として

は、ただ通路ということでございますので、雨水とか排水についても何ら問題はな

いということで、現地調査の結果、申請地に何ら問題はないというとで、許可相当

と感じましたので報告いたします。 

 それから、９番の案件について説明いたします。 

 ９番の案件は、伊倉の片諏訪というところで、一応住宅がありまして、この住宅

の所有者がですね、２人とも親がもう他界されて、兄弟と息子さんたちが結局遠方

におられて、こっちにもう住まないということで、売買をするということでござい
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ました。それで、その所有されている宅地だけではちょっと面積が狭すぎるという

ことで、すぐ西側に４９８㎡の農地がありますので、そこを一緒に買い受けたうえ

で、２戸の宅地造成をして建設をするというような案件でございます。 

 西側に市道がありまして、そこに側溝が一応通っております。雑排水については

合併浄化槽で処理をして、その側溝へ流すということでございます。また雨水につ

いても一応自然浸透で、残りを枡に溜めて、それから側溝のほうに合流するという

ことでございます。東側、西側が水田でありまして、そちらのほうは土砂の流出が

ないようにブロックを設置するということでございます。ここは小学校も商店街も

あるというところで、一番便利性がいいということで、ここに住宅を建てるという

ことでございますので、許可相当ということで判断いたしました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、１０番お願いいたします。 

○推５番（小山勝男君） ５番推進委員、小山です。１０番の案件と１１番の案件を続

けて申し上げます。 

 申請人は、太陽光発電設備の仲介並びに代行業者を行うものであります。本件土

地は南側に鉄道が通っており、隣接して建物は建っていないことや、隣接地にも太

陽光施設があり、予定する集光は有効であるためです。 

 事業内容はですね、８６３㎡でパネルが１７６枚、下はシートを敷かれるそうで

す。給水の予定はありません。排水、汚水、生活雑排水は、発生が予定していない

で、雨水は基本的に自然浸透はさせるが、オーバーフローの分は敷地内に浸透枡を

設置し、処理をします。造成中の被害防除は、注意をしてほかに発生した場合は、

申請人が責任を持ってしっかりと管理をするということです。北側、東側の一部が

農地、土盛や傾斜をつけて雨水の流出を防ぎます。南側は申請人に家族所有の雑種

地、今回申し込み地と、主に太陽光発電を計画しているそうです。西側には登記簿

上農地があり、太陽光発電が設置済みです。許可相当と考えております。 

 続きまして１１番、場所は大倉になります。申請人は太陽光発電の仲介及び代行

業者を行うものです。今回の土地は、周辺に複数の太陽光施設があり、また、隣接

地上の高架線が通っていることもあり、光になりにくい高い建設物が建ちにくい場

所であります。計画概要が１,６３９㎡パネル３１０枚です。下は浸透を張るそう

です。給水の予定はありません。排水、汚水、生活雑排水は、発生は想定していな

い。雨水は基本的に管理地内で自然浸透をさせる。オーバーフロー分は南側既存道

路に接続する予定です。 

 造成中被害防除、土盛りを行い流出を防ぐ。ほかに発生した場合は、申請人にお

いてしっかりと対応するそうです。西側に農地があり、土盛り、傾斜をつけて雨水
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の流出を防ぐ。東側、北側は道路です。南側には道路を挟んで山林です。ほかに発

生した場合は、申請人においてしっかりと対応するそうです。 

 以上、検討をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１２番をお願いいたします。 

○推８番（岡村栄一君） 推進委員８番、岡村です。１２番の件で説明いたします。 

 １２番は個人住宅ということで、今、譲受人は菊陽に住んでおります。自分が生

まれた地元に家を建てたいということで、今度の件があがりました。個人住宅で木

造平屋建てでございますので、排水関係は東側の市道に下水道が通っておりますの

で、そこに流します。周りはブロックで囲んで土砂の流出はございません。北側の

家は私道路がありまして、西と南側は畑でございます。畑といっても荒れておりま

す。何ら工事関係には問題はありません。雨水は市道と宅地の間に側溝がありまし

て、そこの側溝というのは、危ないところを通っておる１ｍ５０㎝ぐらいの側溝で

ございますので、そこに排水は流しますので、何ら問題はないと思いますので、許

可相当と思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１３番、お願いいたします。 

○９番（澤村哲志君） ９番の澤村です。１３番の案件について説明します。 

 申請地は玉名市石貫上竹小畑で、新幹線架橋の下、南側です。譲受人は今現在、

福岡市に住んでおられていて、来年３月に玉名へ帰るので、それまでに申請地を取

得して、平屋の住宅を新築する計画だそうです。また、両親も申請地の近くに住ん

でおられますので、ここの土地を選定したそうです。給水方法は市の水道から、ま

た雨水は申請地の東側の側溝へ自然放流、生活雑排水は合併浄化槽を通し、東側の

側溝へ放流とのことです。また、土砂流出に備えて、隣接農地との間にブロックで

配慮するそうです。 

 何の問題もないと思います。以上のことから許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１４番、お願いいたします。 

○推９番（橘 一輝君） 推進委員９番の橘です。案件１４番について説明をいたしま

す。 

 申請地の場所はですね、県道４号線から北東へ約２、３００ｍ上がった高台にあ

る申請人の宅地の北側の畑です。転用目的は植林です。ここはですね、イノシシが

出没してですね、作物を作っても収穫は望めず、また土地便利もですね、良いとこ

ろではありません。耕作地としてはですね、不向きなところです。 
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 所有者はお二方いらっしゃいますけれども、１人はですね、福岡在住で高齢だそ

うです。もう一人の方は近所に住んでおられますけれども、会社勤めでそこにです

ね、何年も耕作しておられずですね、また今後も耕作する意思は全くなく、管理も

できないということでですね、申請人はシイタケのことをですね、近隣の方から聞

かされて、この休耕地を活用し、原木となるクヌギの苗をですね、植栽して、シイ

タケ栽培や原木の販売をしたいということでこの申請となったものです。 

 クヌギの木はですね、２.５ｍから３ｍ間隔で植林してですね、４、５年で最初

の伐採をすると。それから芽が出たやつはですね、非常に勢いがいいということで、

５年ごとにですね、伐採し、シイタケの栽培用、そして原木として販売する予定だ

そうです。また植林したあとはですね、下草を刈るぐらいでですね、ほとんど管理

も手はかからないということです。植林ですのでですね、給水設備は不要です。生

活雑排水も発生はいたしません。雨水もですね、造成等はしないためにですね、現

状どおりで自然浸透ということです。周囲の状況はですね、ほとんどが山林でです

ね、西側に一部畑がありますけれども、高台ですのでですね、法面が非常に大きく

てですね、その下には坂道もありますので、日照等の被害はないものと思われます。

もしものときが発生したような場合はですね、申請人が適切に対処するということ

ですので、本件について許可相当と判断をいたしました。 

 以上、案件１４番についての説明を終わります。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございます。 

 それでは、１５番お願いいたします。 

○１０番（田上 一君） １０番の田上です。１５番の案件を説明します。 

 場所は、元の２０８号線から南へ５、６００ｍぐらい入ったところです。入り口

には現在アパートを建てているところの横を南へ入ったところです。譲受人は現在、

長洲町に家族と一緒にお住まいですが、子どもの成長のため家が手狭になり、将来

を考えて個人住宅を計画されたものです。 

 申請地は、実家の父親の名義の土地で、４９９㎡を分筆して譲り受けられたもの

です。木造合金メッキ鋼板葺きを計画され、２台分の駐車場、それに子どもの遊び

場や庭を計画されています。西側には他人の土地がありますので、境界にはブロッ

クを３段ぐらい接ぐらしく、北は市道、南と東も父親の土地になっているので、今

のところブロックなど考えていないそうです。また、申請地は平屋の土地なので、

造成などは考えていないそうです。 

 土地の排水計画としては市の上水道。生活雑排水、汚水は市の水道に接続すると

のことです。雨水は地下浸透で処理し、処理しきれない分は道路側溝に放流するそ

うです。被害防除計画としては、完成後も近所近辺に、また農地等に悪影響がみら
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れるということがあれば、対応者として責任を持って補償するし、特に安全の方策

を講じますとのことですから、何も心配はなく、許可相当と思いました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。ただいま１５番につい

て説明をいただきました。 

 １６番、お願いいたします。 

○推１０番（粟田 稔君） 推進委員１０番の粟田です。１６番と１７番、引き続き説

明いたします。 

 １６番の件に関しては、場所は２０８号線から南側へ２００ｍ入ったところで、

西照寺公民館があります。それを左手にまた２００ｍぐらい入ったところの場所で

す。貸借関係は親子ということで、現在、同居をされて子どもさんたち、孫と三世

代住んでおられ手狭になった関係で、すぐ横の隣接地に父親の土地を借りて、個人

住宅を建設するということです。ちょっと高台にありますので、少し土を取り除き

家を建てるということで、周りにはですね、町道が南側と西側に設置されておりま

す。そこには、南側のほうはブロックを３段ぐらい、西側のほうは土羽ということ

でございます。もうすぐ横が道路ということでですね、その点は問題ないと思いま

す。 

 また、建物が建ったあとの道路がある関係で、西側のほうは２ｍ、道路中央付近

から２ｍぐらい差し引いたところまで建設ということが決まっているそうなので、

相続するということです。それから雑排水、上下水道が市の上下水道につなぐとい

うことで、問題ないと思います。それから雨水については、南側の道路側溝へ、一

応溜め枡を作ったあと流すということで、問題ないと判断いたします。 

 続きまして、１７番の件に関して説明します。 

 １７番の場所は、睦合区入口付近の町道北側です。道路に面している大体２ｍか

ら３ｍの高さになるところに太陽光発電設置ということで、目的が分かれるという

ことです。給水ないし雨水は、浸透溜め枡を設置して、道路側溝へ流すということ

で、特別問題はないと判断します。問題が発生した場合は、双方ともに会社と個人

のほうで対処するということで、特別双方ともに問題なしと判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま、１６番、１７番について説明をいただきました。 

 委員の説明が終わりましたので、何か皆さん、御意見、御質問などはございませ

んでしょうか。 

 はい、水本委員、どうぞ。 

○推１番（水本信之君） 推進委員１番、水本です。１２番の案件についてちょっと聞

きたいんですけど。 
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○議長（永田知博君） １２番ですか。 

○推１番（水本信之君） はい。面積は、ここは平屋ですよね。 

○推８番（岡村栄一君） １２番はですね、前のほうは半分は宅地申請で宅地になっと

っとです。奥のほうが畑です。全部合わせて３４７㎡になります。 

○推１番（水本信之君） 建築面積が１０５.４７㎡だったけんですね、平屋てどんな

家かなて思うて。すみません。 

○議長（永田知博君） はい、わかりました。はい、松本委員どうぞ。 

○推３番（松本恒幸君） 推進委員３番の松本です。 

 ちょっと事務方のほうにお聞きしたい。私が忘れとるかもしれんので、確認のた

めに。この転用面積の規定というか、個人住宅は５００㎡未満な、転用面積が。た

だ、この共同住宅、建売住宅と注文住宅てあるばってん、これの転用面積の規定と

いうのは何平米までいいのか、ちょっと聞いたと思うばってん、忘れたけん確認の

ためにお聞きします。 

○議長（永田知博君） はい、どうぞ。 

○参事（松倉 司君） 事務局の松倉です。今の松本推進委員の質問にお答えいたしま

す。 

 転用にかかる面積の上限というのが、今の話では共同住宅あたりはどうなってい

るのかということですけれども、まずこれは県の運用のほうでですね、決まってい

るものでございますけれども、今、お話があったとおり、一般の個人住宅であれば、

概ね５００㎡以内、概ねというのが１０％増しで５５０㎡まで認められております。

農家住宅であれば概ね１,０００㎡、１,１００㎡まで認められております。 

 お尋ねの共同住宅に関しての面積の上限なんですけども、これは面積はどれだけ

というのは規定はございません。共同住宅も建築面積いろいろあります。何世帯分

だとかありますし、棟数もいろいろな、２棟のものもあるし３棟のものもあります。

面積がどれだけというのはないんですけれども、申請書にですね、土地利用計画、

配置計画図あたりを付けていただきまして、世帯数であったり、駐車場の台数とか

も出てくるかと思いますので、そういうのを勘案しながらですね、おかしくない面

積ということで判断をしていただくということになります。 

○推３番（松本恒幸君） それとですね、ここに共同住宅２棟て書いてあるたい。それ

と下のほうには建売住宅６棟分、その由来は単に６棟だったら２,４００㎡でいい

のか､その規定がようわからんとたいね。共同住宅は２棟て書いてあったい。これ

は９５５㎡転用面積を申請してあっとですね。下の建売住宅６棟て書いてあります。

これが２,４００㎡転用が申請されとるわけたい。これが上限がなかていうたなら、

なら２棟でもよ、３,０００㎡あれば３,０００㎡転用が申請して許可でくっとかな
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と。 

○参事（松倉 司君） 建売住宅６棟の内容をですね、１区画のそれぞれの面積がでて

ますので、それぞれがさっき言った個人住宅の５００㎡以内であることというのは、

ちゃんとチェックしてあります。 

○推３番（松本恒幸君） なら５００㎡あるけん、６棟分で３,０００近くなるかいた。 

○参事（松倉 司君） そこまでは、一般的に認められるという分と、あと、それと今

回も出ておりますし、通路部分もございますので、そういう面積、おかしくないよ

うに面積といいますか、申請であるならば認められると思います。 

○推３番（松本恒幸君） なら、通常上限はないということね。そう解釈していいのか

な。 

○参事（松倉 司君） 個人住宅１戸とか、農家住宅１戸というのはわかりやすいんで

すけども、こういう複数ある場合はですね。土地利用計画がおかしくない範囲なら

ばですね、問題ないと思います。 

○推３番（松本恒幸君） 許可の話ばってん、マンションなんかになったらまた違うわ

けたいな。 

○参事（松倉 司君） マンションも建築面積は上にいくと思いますので、そんなには

要らないかもしれない。ただし、その入ってる世帯によって駐車場がどれだけ必要

のなのかということで、そういうので勘案しながら見ていく次第でございます。 

○推３番（松本恒幸君） なら、結局そういうやつもこういうやつも上限はないわけた

いね、規定としては。 

○参事（松倉 司君） 数字としてはあるものではございません。 

○推３番（松本恒幸君） 県のほうはね。はい、わかりました。 

○議長（永田知博君） はい、ほかにございませんでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○推１８番（坂本 修君） 今回も非常に太陽光の申請が多かったですね。これ今から

もっと増えるかもしれん。売電が安くなって終わるかもしれん、その先はわからん

ですね。今、田とか畑に申請をしてあるとです。 

 天水の場合は、皆さんもご存じのごつ、ほとんど段々畑ですよね。段々畑に仮に

太陽光をはめるていうと、このあいだ平野君が縷々説明をしたわけですよ。ちゃん

と排水ばせんと危ないですよね。その点は何か規定ば作りますか。それとも、そこ

ば現地ば見に行った者で許可ばするかせんか判断するわけですか。 

○事務局長（小山 博君） はい、事務局の小山です。 

 前回、総会時に御質問、御指摘があったんですけど、今の現状で規定は定められ

てないんですけど、その都度、現地調査の際に、施工事業者さんに、そこは本当に
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縛りはないんですけど、そこの対処をですね、念を押してお願いするという状況で、

前回と同じ答えになって申し訳ないんですけど、以上でございます。 

○推１８番（坂本 修君） なかなら申請ばするときは、みんなあとば面倒みるよとね、

言わるっとは本当ですよ。最初からあたどんごつな知らんよなんていうのは許可以

前の問題。だけんそこらへんば僕は、今は見る人が目で違うと。平野君と俺と見た

って違うと。だけん昔、各町村のときは、いろんな条例じゃなかけど決まりがあっ

たんです。やっぱり太陽光あたりも今から先どんななるかわからんけど、やっぱり

段々畑に造る場合は、やっぱりこれぐらいの規定ばつくったほうが、判断しやすは

なかろうかなと。あんまり規定規定て言うとやかましゅなるけんいかんばってん。

ばってん天水で石垣なんて、今、間知ブロックで接いどっとこなんかなかですよ。

大水がきたらすぐ潰るっですよ。太陽光ば恐らくはめんと思うけど、今から先どが

んなるかわからんけん、はむるごん・なったとき、崖崩れは当たり前だと思います。

だけん、このあいだ平野君がいくつか質問ばして、自分の意見ば言いなったけど、

ああ、よかこつねて、何かそのあたりの規定とまでは言わんけど、縛りが何かある

ならねと、判断しやすかねと思ってます。これは僕の意見です。すみません。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 今の意見ですけれども、やっぱり縛りというのはそういうふうで決定してるのは

ないんですけれども、やっぱり現地調査をされるので、その時点でですね、大体雨

水の場合はどれだけでどういうふうに流れるとか、それは雨量によってまた変わり

はしますけれども、その辺を責任持ってやっぱり見ていただくのが現地調査だと思

うわけですたいね。それで、やっぱり想定外という言葉もありますけども、そうい

う場合、雨水の流れ具合によっては甚大な被害を受けるかもわからんけども、その

辺考慮して判断していただくのが現地調査だろうと思うからですね、責任持ってひ

とつよろしくお願いしときます。 

○推１８番（坂本 修君） 責任は持ってしよるかと思うけど、なかなかこれは、俺も

日本人だけん。規定があっとそれにはめるばってん、日本人ていうのは規定がなか

となかなかはまらんじゃなかですか。平地に太陽光ばすんなら、排水とか横の側溝

に流しますでよかばってん、段々畑の場合はすぐ崩れるけんですね。 

 御存じのごと天水は昔、鉄砲水が出て死者まで出とっとこっだけんですね。とう

とう喧しくなって業者がせんなんていう業者もあるもん、多分。だけん、その辺は

現地ば確認した者でということですね。 

○議長（永田知博君） よろしくお願いしときます。 

○推１０番（粟田 稔君） 今の太陽光に関連してですが、最近土地が安いもんで、業

者がですね、どんどんそっちのほうから、平均で今幾らですかね、１４円ぐらいじ
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ゃないですか。それで計算ができるのかなあと言いながらも業者のほうが入ってき

て、仲買ですかね、いわばそういった形で道路に面した道路とか、里道に関して、

引き込めずギリギリに建てたりしてですね、柵を持ってきたりして、苦情が何件か

自分のところには出ております。そういった面に関してもですね、業者にそのとき

そこを利用する人たちの確認というのが取れてなかったみたいでですね、苦情がき

てます。家を建てるにしろ何にしろ、奥のほうの田畑、そういったものも考えたう

えで、やっぱり農業委員会として確認しながら許可を出すという方法をとらんと、

もう安い土地買って、その敷地はそこの個人のところになりますのでね、そういう

ところを全体的に見受けられるのがそういったところ、勘づいたところです。特別

付随してちょっとお話を入れただけの話であってですね、考えてもらいたいなと思

います。 

○推１８番（坂本 修君） やっぱり初めてだけん気がつかんですもんね。 

○議長（永田知博君） はい、貴重な御意見をいただきましてありがとうございました。 

 御意見、御質問も出尽くしたようでございますので、採決に移ります。 

 議第２９号農地法第５条の規定による許可申請について、原案どおり許可するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第２９号については、許可することに決定いたしまし

た。 

 次に、議第３０号農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

 失礼しますけども、説明中は私語をお慎みいただきたいと思います。よろしくお

願いします。それでは局長、お願いします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。１０ページをお願いいたします。 

 議第３０号農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。令和元

年７月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １１ページから１２ページの総括表、１３ページから１５ページまでの集計表の

とおり、玉名市長より意見を求められております。 

 今回は所有権移転が４件９,６１７㎡、利用権設定が２１件７１,０２８㎡、合計

２５件の８０，６４５㎡の集積で、いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３

項の各要件を満たしているものと判断し、御提案しております。 

 よろしく御審議をお願いします。 
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○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。この件について御意見、御質問はございません

でしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第３０号農用地利用集積計画の決定について、原案どおり決定することに異議

のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第３０号については、原案どおり決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．報 告 

○議長（永田知博君） 次に、報告第１６号、第１７号、第１８号及び第１９号につい

て、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。１６ページをお願いいたします。 

報告第１６号農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条

第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理した

ので報告します。令和元年７月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

今回、１６ページから２０ページの１８件、合計４５,６７６㎡の解約通知を受

理しております。 

２１ページをお願いいたします。 

報告第１７号許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を受理し

たので報告します。令和元年７月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 ２２ページをお願いします。 

 報告第１８号許可申請の取下げについて。下記のとおり許可申請後に取下げの届

けがあったので報告します。令和元年７月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田

知博。 

 今回１件、令和元年６月７日に農地法第３条所有権移転許可申請された物件１,

３６０㎡について、記載されている理由により申請の取下げを受理しております。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 報告第１９号許可書返納届について。下記の物件は、農業委員会許可後に許可書

返納の届出がありましたので報告します。令和元年７月５日提出、玉名市農業委員

会会長、永田知博。 

 今回１件、令和元年６月５日に農地法第３条所有権移転許可された物件２,７５



－ 20 － 

８㎡について、記載されている理由により届出を受理しております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま事務局の報告が終わりました。皆さんより何か御意見、御質問などは

ございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 質問もないようでございますので、本日予定しておりました議

案審議と報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．その他 

○議長（永田知博君） それでは、その他に移ります。 

 何か。 

○推１９番（平野秀正君） 推進委員１９番、平野です。私、年金の推進委員をしてま

して、部落、町のほうをですね、農業者年金のほうの加入はどうでしょうかてまわ

るとですね、若いお父さんからはですね、「年金も加たろごたるばってんですね、

それより嫁ばどがんかしてくれんか」と、もうちょっと年配のお父さん方よりも、

うちの孫ん事、年金のごたっとはどがんでんよかけん嫁ば探してくれて。会長から

もそういう話が出ましたし、また鹿児島に行ったときもですね、宴会の席でも、も

うどなたか忘れたんですけどね、昔はですね、物好きていうと失礼ですばってんお

じいちゃん、おばあちゃんがおりました。そういう話も宴会のときも出たつは覚え

とっとですよ。やっぱり、実際にするけど難しか話と思うんですけれども、どこか

にめぐり会うチャンスとか、そこまでぐらいだったら何とかならないかというのを

ですね、これがやっぱり一番大事なのは、畑を集約する能書きよりやっぱり後継ぎ

の息子がおるのに嫁がいないと。これはつぶれるのはわかってます。だから、難し

い話でありますけども、皆さんも力を合わせて、何か少しでも進めてもらえたらで

すね、農家さん自体喜ぶんじゃないかと思いますので、すみません。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 今の平野委員の説明にありましたけども、この前私もお願いしたですたいね。そ

のあとですね、有明広域行政事務組合で婚活はやっとるそうです。今、２,０００

名ぐらい登録しとるらしいです。それで私もその独身の男性に、こうやってありよ

るそうだけん、申し込みばしとかんかて言うたら、とっくの昔申し込みしとるばい

た。それで、いろんなイベント見たいなやつはやりよるらしい。ただの申し込みだ

けじゃないし。それで、なんかそういうのをしてみてください。どこに御縁がある

かわからんからですね。 
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○１８番（堀田昌子君） すみません、女性の立場から言うとですね、農家の男性も人

生のパートナーを選ぶというような観点で相手の方を見つけてほしいんです。農業

の手というですかね、もちろん嫁さんと一緒に仕事をしたいというのはわかります

けれども、今は女性の人たちも自分の職業を持ってしてるからですね。どうしても

手が欲しいというような観点からではなく、いろいろ聞いてみると、自分のところ

は手は雇ってするから、ちょっと人生のパートナーとして、いろんな職業のほうか

らでも見つけ、年寄りの人は、一緒に農業ばせにゃどがんするかいていうような感

じの人もいると思うけども、職業をいろんなことを選ばないで、職業を持った人の

欄から一応見つけるようにすればいいんじゃないかなあと思います。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 今、堀田委員のほうから早速言われましたけど、いろんなやっぱり家庭の事情と

か、やっぱり若い女性は今、仕事を持っとれば、やっぱりそっちを優先したい。辞

めて農業に従事は難しい点もありますので、それで、お互いにやっぱりそういう情

報もひとつお願いしときます。そういうことでよろしくお願いします。 

 それでは、お知らせがあるそうです。お願いします。 

○主事（村上寛子君） お疲れさまです。事務局の村上です。 

 配布書類のお知らせのほうにも書いていたんですけども、熊本県農地利用最適化

推進大会が今年も８月２９日に熊本県立劇場で開催されますので、一応例年どおり

バスで乗り合わせて向かおうと思いますので、出欠等につきましても詳細ができま

したらまた連絡しますので、そのときはよろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、それでは、また改めて御案内はあるかと思いますけれど

も、なるべく全員参加でよろしくお願いしときます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（永田知博君） それでは、これをもちまして、令和元年第３回の農業委員会総

会を閉会いたします。 

 長時間にわたりましてありがとうございました。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時３０分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

令和元年７月５日 
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